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アメリカ海外研修委員長 児 島 舞

この度は、立川高校アメリカ海外研修にあたり、多大なるご支援をいただきました荒井様ならびに

紫芳会の皆さま、日頃より温かくご指導くださった先生方、そして私たちを見守り支えてくださった

保護者の皆さまに、心より感謝申し上げます。皆さまのお力添えがあったおかげで、私たちは安心し

て研修に参加し、無事に全日程を終えることができました。

研修中は、寮やホテルでの集団生活を通じて、仲間との協力やコミュニケーションの大切さを学ぶ

ことができました。毎日の生活や課題に取り組む中で、互いに助け合い、責任をもって行動すること

の重要性も実感しました。特に、限られた時間の中での団体行動やチームワークの必要性は、普段の

学校生活ではなかなか経験できない貴重な学びとなりました。

また、現地でのプログラムでは、生きた英語に触れる機会が多く、教室だけでは学べない表現や文

化を肌で感じることができました。講義や授業では、積極的に発言したり質問をしたりして、自分の

考えを伝える力を高めることができたと思います。異なる価値観や考え方に触れることで、自分自身

の視野を広げるとともに、多角的な思考や積極的に意見を伝える力も養うことができました。

さらに、米国の学校訪問や地域の方々との交流を通して、社会の多様性や生活習慣の違いを改めて

実感することができ、国際的な視点で物事を考える力も身につけることができました。この貴重な経

験を、私たち一人ひとりの成長につなげるだけでなく、今後の学校生活や将来の進路選択に生かして

いきたいと考えております。

最後になりますが、この研修を実現するためにご尽力くださった紫芳会の皆さま、先生方、保護者

の皆さま、そして現地で私たちを支えてくださったすべての方々に、改めて深く感謝申し上げます。

皆さまのご期待に応えられるよう、今後も学びを続け、成長してまいります。
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研 修 の 概 要



事前研修について

文責 小野田 倖、児島 舞

アメリカ研修に際して、英語でのコミュニケーション能力を鍛えるため、全11回の事前研修を実施

した。

毎回の授業の初めにアイスブレイクと称したミニゲームを行い、緊張をほぐすと同時に英語に慣れ

るよう取り組んだ。例えば、「Scattegories」という、出されたお題に、他の人と被らないようにユニー

クな回答をするというゲームでは、３人でチームを組み知識を共有しながら勝利を目指した。

最後の２回では自らの探究発表を英語で行った後、ALTの先生方に改善点をあげていただき、徐々

に形になっていった。研修の最中に聞こえた知らない語彙や熟語はメモを取って調べ、新たに吸収す

る姿勢が見られた。はじめこそ緊張でほとんどの人がうまく喋ることができなかったが、回を重ねる

ごとに皆が積極的に英語を使い発言するようになった。先生からの英語での質問の応答だけでなく、

生徒の間での相談や会話も授業中は日本語に逃げることなくすべて英語で行っており以前より格段に

英語に慣れている様子だった。
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回数 日時 タイトル 実施したこと

No.１ ５/14 Levelcheck 英語力を測るためのグループディスカッション

No.２ ５/16 Englishconversationclass1
売店で物を探している場合などの、店員への質

問の仕方の授業

No.３ ５/28 Englishconversationclass2
目隠しした先生を風船のもとに声で導く、道案

内のゲーム

No.４ ５/30 Englishconversationclass3
バスに乗り合わせた人など指定された状況下に

適した挨拶の仕方の授業

No.５ ６/５ Progresscheck アメリカの食、ダイエット文化の解説

No.６ ６/18
Presentationpreparing

（introduction）

プレゼン準備 スライド作成の手順について

（導入部分）の指導

No.７ ６/25 Presentationmodel 先生のプレゼンを聞き、それに対し質問をする

No.８ ６/27
Presentationpreparation

（Method,Results）

プレゼン準備 スライド作成の手順について

（方法、結果）の指導

No.９ ７/９
Presentationpreparation

（Consideration,Conclusion）

プレゼン準備 スライド作成の手順について

（考察、結論）の指導

No.10 ７/17 PresentationDay1
プレゼン 発表に加え、生徒の質問練習やその

応答の練習

No.11 ７/18 PresentationDay2
プレゼン 発表に加え、生徒の質問練習やその

応答の練習



校内英語事前研修概要

JessicaSparkes/D’AndreAitala/AmandaCowan

5/14,Wednesday:

－ Testing

－ Wesplittheclassintogroupsandhadthem talkaboutvarioussubjects/prompts.

－ We’dchangethegroupsandpromptseveryfewminutes.

－ ThepurposeofthiswastogetabetterunderstandingoftheircurrentEnglish

speakingandlisteningcomprehensionlevel,togroupthestudentsforlaterlessons.

5/16,Friday:

－ Introduction& Greetings

－ Wediscussedwhattheclasswillbeabout,iftherewereanytopicsthattheywere

specificallyinterestedinlearningabout.

－ Wepracticedintroducingourselves,commongreetings,andpopular/commontopics.

－ Thepurposeofthiswastoexposethem tomoreEnglishandhow tointroduce

themselves.

5/28,Wednesday:

－ Food& Culture

－ Wediscussedvarioustypesoffoodtheymightencounterabroad,andhowtotip

－ Wetalkedabouthowtoorder,andhowtomakespecialrequestsonorders

－ Wepracticedorderingfoodfromeachotherandthevocabularythatiscommonlyused

－ Thepurposeofthislessonwastoexposethem tofoodstheywereunaccustomedto

andpracticehowtoorderfood.

5/30,Friday:

－ DirectionsandSlang

－ Wediscussedpopularfood,clothing,artsandpeopleinAmericaandThailandto

learnmoreabouttheculturetheymightexperiencewhiletheyareabroad

－ Wediscusseddirectionallanguageandpracticedgivingdirectionstoeachother

－ Thepurposeofthislessonwastolearnaboutpopculturetheymightexperience

abroadandensuretheycanfollowdirectionsiftheygetlost

6/5Thursday

－ SafetyandListeningPractice

－ WebegantheclasswithagametopracticecommunicatingtoeachotherinEnglish.

－ Wediscussedsafetywhenabroad,ensuringtheyknewproperphonenumbersand

precautionarymeasures,

－ Thepurposeofthislessonwastomakethem awareofanyproblemstheymight

facewhileabroad
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6/18,Wednesday:

－ PresentationPractice

－ Westartedoffbyintroducingourselvestoeachothertopracticeintroductionsand

gettoknoweachotherbetter

－ WediscussedPowerPointpresentationsandwhatmakesagoodpresentation

－ Thestudentstalkedinpairsandsmallgroupswhattheirpresentationwillbeabout

－ ThepurposeofthislessonwastoincreasetheircomfortabilitypresentinginEnglish

6/25,Wednesday:

－ Presentations

－ Wediscussedourpresentations,andthemostimportantinformationtoinclude

－ Studentshadsometimetoworkontheirpresentationsbeforedoingapracticepresentation

－ Thepurposeofthislessonwastoidentifytheimportantinformationtoincludein

theirPowerPointsandgetcomfortablegivingpresentationsinEnglish

6/27,Friday:

－ SpeechPractice

－ Wediscussedwhatmakesagoodspeechincludingeyecontact,gesture,andclearvoice

－ Studentssplitupintogroupsof4,andwereeachgivenatopictopreparea

1-minutespeechon,suchasbestsubjectatschool,bestseasonorbestcolor

－ Studentsgavetheirspeechfocusingontheideasthatwetalkedabout

－ Thepurposeofthislessonwastoidentifyhow togiveagoodspeechandtoget

comfortablegivingspeechesinEnglish

7/9,Wednesday:

－ GroupPresentationswithstudentswhoparticipatedintheprogram lastyear

－ Weinvitedthestudentswhoparticipatedintheprogram lastyeartogetadvice

fortheirpresentations

－ Studentsallgavetheirpresentationsandreceivedcommentsandfeedback

－ ThepurposeofthislessonwastowatchpresentationsinEnglish,askquestions

andreceivefeedbackabouttheirtopics

7/17,Thursdayand7/18Friday:

－ Presentations

－ StudentsgiveapresentationontheirownresearchinEnglish

－ Thepurposeofthislessonwastoconfirm thepresentationtipsandenhancetheir

slidesbygettingadvicefrom others
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１．今回の研修で１番印象に残った場所を１カ所、その理由も含めて教えてください。

UUCCSSDDででのの滞滞在在やや研研究究員員のの方方のの話話（（11//2255））

・研修のメインテーマでもある研究発表をし、実際にUCSDで世界の最先端を走る方から質疑応答をする

ことができたから。また、アメリカの大学の雰囲気や、食事、気候など、一番長く滞在した場所だった

こともあり、自分の中で忘れられない経験になったから。

CCaalltteecchh（（カカリリフフォォルルニニアア工工科科大大学学））（（11//2255））

・日本人研究者とのランチで、わたしが将来進みたいと思っている分野の研究者に、アメリカの大学では

何を学べるのか、日本の大学との違い、実際研究者になってみてよかったことなど、将来のビジョンを

考える上で、とてもためになる情報がたくさん聞けたから。

UUCCLLAA（（カカリリフフォォルルニニアア大大学学ロロササンンゼゼルルスス校校））（（11//2255））

・自分の探究発表を行った場所がここで、探究発表を聞いてもらった先生の影響で、自分のなりたいもの

に大きな変化が起きたから。

ググリリフフィィスス天天文文台台（（11//2255））

・小さい時から空が好きで、天体についてもっと知れて嬉しかったから。

現現地地高高校校（（キキャャニニオオンンククレレスストトアアカカデデミミーー））ででのの交交流流（（1122//2255））

・たくさん英語で話せ、自分から声をかけたり新しい友達ができたりして充実していたからです。すごく

楽しくて、来て良かったと思う１つの大きなポイントとなっただけでなく、同年代の高校生と話したこ

とで自分の英語力不足を感じて、より英語の勉強を頑張ろうと思うきっかけになりました。

・CCAでの現地高校生との交流が自分の英語でネイティブと話すアメリカでの初めての機会だったため印

象に残っています。

・校内の雰囲気がとてもよかった。キャンパスツアーで、生徒同士がフレンドリーに会話しており、昼食

も外のベンチなど自由な様子に憧れを持った。ベルがなったらみんなすぐ切り替えて授業に移ったのも

とても印象的だった。

・同年代の異なったライフスタイルや価値観を聞き刺激を受けた。一緒にお昼を食べたり、校内を回って

みたり、レクをしたり、連絡先を交換して全体での交流後も個人的に仲を深めることができたりなど滅

多に経験できない時間だった。

・初めて自分と同年代や少し下の世代の人達と目を見て電子機器なしで会話したため。沢山の新しい友達

が出来たため。

・積極的に話しかければそれだけ多くの学生が自分に向き合ってくれて、たくさん会話を広げられて友達

ができたから。

・現地の高校生と交流する機会はここだけでそこでゲームをしたりして交流してアメリカではやっている

ことだったり日本のことについてたくさん話せたのはとても楽しかった。また昼休みに一緒にご飯を食

べたりして意外と自分の英語が伝わるんだなと自信にもなった。

・敷地の大きさ、特に体育館や運動場の広さが印象に残った。また現地の高校生たちと交流する中で、カ

リキュラムや通学方法など日本と違う点ももちろん多く見つけられたけど、休日の過ごし方や趣味等の

話を通じて共通点も多く見つけられ、彼らも同じ高校生なんだということを実感した。また、アジア、

アフリカ、ヒスパニックなど様々なルーツを持った生徒さんが多くいて本当にアメリカは多様性の国だ

なということを実感した。

・現地の高校生の方と一緒に授業を受け、キャンパスツアーとお昼も一緒に食べたからです。３時間ほど

の短い時間ではありましたが、たくさん話せてとても良かったです。

・向こうの生徒の価値観を生で体験することができた。自分たちがいかに閉ざされた社会で生きているか
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アンケート結果
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という行かなければわからないことが分かって良かった。勉強についても、アメリカのスタイルを知る

ことができたので今後生かしていけると思った。

・現地の高校生とがっつり交流してお互いに英語でコミュニケーションをとる機会はとても貴重だったし、

自分の拙い英語は伝わらないのではないかという不安が交流を通して払拭され、わかってくれようとし

てくれることに自信が持てたから。また、日本の高校との違いを意識して、よりアメリカに対する憧れ

が強まり、英語学習のモチベーションが上がったから。

・CCAでの交流が一番印象に残っています。その理由は、英語でのコミュニケーションを自分から積極的

にしていこうと意識できたからです。

紫紫芳芳会会ＯＯＢＢ宅宅へへのの訪訪問問（（11//2255））

・外国人の方と話せて楽しかったから。

ムムーーアアズズががんんセセンンタターー（（66//2255））

・海外で働く日本人研究者の方にいろいろなことを質問し、学ぶことができた場所だからです。アメリカ

の大学や研究室の事情だけでなく、先生方の経歴や今後の僕たちに向けたアドバイスまでしていただき

ました。また、日本ではなかなか研究室や実際に研究している姿を見せてもらえませんがムーアズがん

センターでは写真まで取らせてもらえました。この研修での目標であった海外の研究所について学べた

だけでなく日本との相違点をも学ぶことができたことは自分にとってとても意味のある事でした。留学

という選択肢が僕の中で芽生えだしたのもこの場所でした。

・何人もの日本人研究者にお集まりいただき、それぞれのバックボーンや生き方について学べた。

・現地の研究者の方から、米国の研究施設の方法などを聞いて、日本の環境と異なる点が多々あり、大き

な違いを感じ、視野を広げることができたから。

・初めて海外進学について考えることになったから。日本とアメリカの価値観の違いに驚いたから。

・林先生率いるUCSD研究員さんたちの特別講義を行なったところです。もちろん美しい建物の構造にも

感嘆しましたが、林先生方のアットホームな雰囲気が印象に残っています。特に質疑応答の時間では、

１質問すると莫大な情報量で各先生方が優しく返答してくださり、より留学についての興味が高まりま

した。先生方の人柄の素晴らしさがとてもよく伝わってきて、本当にこの研修に参加してよかったと思っ

ています。

・私は今まで工学にずっと興味を示していましたが、そこに行って内臓を見るのが苦手な私にも癌を治療

するお手伝いができると知って、将来の幅を広げることができたからです。また、アメリカの自由な研

究環境や大学のラボ間の強い繋がりをリアルに感じることができたのがよかったと思います。研究者の

将来を考えるきっかけにもなりました。

ススククリリププスス海海洋洋研研究究所所（（11//2255））

・私自身海洋に関することが好きだということもありますが、普段なら絶対に入れないような場所に入れ

てくれて、海や海の生物についての話を詳しく聞けたからです。

UUSSCC（（南南カカリリフフォォルルニニアア大大学学））（（11//2255））

・総合大学で個人的に興味のある政経分野にも力を入れていたから。

２．今回の研修を通じて国際感覚が高まったと感じますか
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３．今回の研修を通じて英語の運用能力が高まったと感じますか

４．今回の研修は自分の課題研究をより良くするうえで役に立ちましたか？

５．今回の研修は自分の将来の進路について考えるうえで役に立ちましたか？

６．今回の研修を通じて、将来、海外で活躍したい（勉強したい・研究したい）と思うようにな

りましたか？

７．あなたが、今回のアメリカ合衆国海外研修で発見できたこと、成長できたことなど、研修を

振り返ってのまとめを200～400字の間で書いてください。

・僕はこの研修の中で特に二つのことを学ぶことができました。一つは日本とアメリカの相違点です。こ

の研修が僕にとって初めての海外渡航だったため、海外はどんな場所なのかとても興味がありました。
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実際に七日間アメリカで過ごして思ったのはライフスタイルや感性（例えばトイレでの手の拭き方や研

究がオープンなこと）は違えど同じ人間ということです。陽気な人もいればコミュニケーションが取り

ずらい人もいる。国籍は違えどみんな同じ人間なのだということを現地の高校生や大学生との交流で学

びました。もう一つは留学という道についてです。アメリカに行くまで僕の中には留学という選択肢は

ありませんでしたが海外の大学の良さや日本とは違う研究者としての在り方などひかれる要素がたくさ

んあり、この研修を通して他言語の人と話すことにも慣れたので、今は留学という道を視野に入れつつ

あります。この他にもたくさんのことをこの研修を通して学びました。

・研究者の方や大学生のお話を聞ける機会が多く、大学進学や海外で働くことなどの選択肢が広がったの

で、将来について考えるにあたって今回の経験を役立てたいと思います。またそのお話の中から、人と

の出会い、自分の興味の新しい発見など将来につながる偶然は、自分が目標に向かって行動しているか

らこそ出会えるということを学びました。これから私はまず行動し、大胆に思われることにも挑戦して

いきたいです。そして巡ってきたチャンスを掴めるように、英語力や考え方など自分の足りない力を伸

ばす努力を続けようと思います。失敗を失敗とカウントしないことや、自分がマイナーになることに対

して貴重な経験だと考えることなどアメリカに生活している人の考え方が衝撃的で、私もそんな前向き

でおおらかな考え方ができるように意識していこうと思いました。

・１番感じたことは現地の学生との交流を通じて海外の人とも今の英語力である程度通じたことだ。日本

人の研究者の話を聞くと、英語を聞き取れるようになるまで半年かかったとおっしゃっていたが、自分

はすでにある程度聞き取れていたので今の自分に自信を持ってもいいと思った。しかし、ちゃんとゆっ

くり話してもらわないとわからないこともあり、ネイティブの訛りだとわからないこともあったので、

もっと英語力を高めていかないといけないとも感じた。課題研究発表では発表自体は練習してきたので

スムーズに出来たが、質疑応答の時に、日本語では言えるのに英語になるとうまく表現できなかった。

この経験を今後の英語学習に活かしたいとおもった。

・私がアメリカ研修で発見できたことは主に積極性の大切さです。この研修では多くの日本人研究者の方

からお話を聞くことができました。その中で、積極性がなければ人脈も作れず得れるはずのチャンスも

逃してしまうということを学びました。私は特に積極性というものが人より足りておらず、さまざまな

チャンスを逃してしまったという自覚があったため、この研修を通じて初めて会う人に自分から話しか

けて行くという経験は自分の積極性を成長させてくれたと思います。

・今回のアメリカ合衆国海外研修を通じて、さまざまな発見と成長を得ることができました。まず大きな

発見は、現地の人々のコミュニケーションの積極性です。授業や交流の場では、自分の意見をはっきり

伝える姿勢が当たり前であり、相手の考えも尊重しながら議論が進んでいく様子に大きな刺激を受けま

した。その中で私は、英語力の不足を恐れずにまずは発言してみることの大切さを学びました。また、

異文化の中で生活することで、日本との価値観の違いに気づき、自分の視野を広げることができました。

さらに、集団で行動する中でリーダーシップや協調性を意識して行動できたことも成長の一つだと感じ

ています。今回の経験を今後の学習や将来の進路に活かし、より積極的に国際社会に関わっていきたい

と考えています。

・正直、研修前は英語話者とコミュニケーションできるかとても不安でした。最初の方は、緊張がとれて

おらず、研究者の方や高校生との交流で質問しようとしても、ためらってしまって結局声にできないと

いうこともしばしばありました。でも、日がたつにつれ、だんだんと英語を話すことにためらいがなく

なり、研究者の方や、山室様のお宅で交流した人たちに自分からどんどん質問することができて、会話

がとても楽しくなりました！英語を手段として、いろんな人とコミュニケーションをとれるようになっ

たということは、大きな一歩だと思います。また、このような会話の中で、出会った人たちのお話しや、

人生観を学んで、アメリカの大学は、日本よりも様々な面で発展していることがわかりしました。将来

のビジョンを考えるうえで、海外進学という一つの選択肢が増えたということも、大きな発見だと思い

ます。

・海外研修で特に印象に残ったのは、人との関わりやつながりの大切さです。アメリカで出会った方々は、

誰もが互いに助け合い逞しく日々を過ごしています。これこそが今私たちに求められている国際性であ

－37－



り、多様な人々と共に生きていくために欠かせないことだと感じました。また、私は将来について漠然

と外国語系の学部に進学したいと考えていましたが、今回アメリカでの生活を想定することで、実際に

必要な準備や学生時代のうちにやっておくべきことを多く知ることができました。この１週間の経験を

通して、残りの高校生活をどのように過ごすべきか、具体的なビジョンを強く持つことができたと思い

ます。

・今回の研修で、印象に残ったのはCCAやYamamuroさん宅の家での現地学生との交流です。最初は自

分の英語力で会話できるのか不安でしたが、いざ話してみると意外に会話をすることができました。難

しい単語や綺麗な文法にこだわるのではなく、簡単な単語でもいいのでとにかく自分の言いたいことを

伝えるという姿勢が重要だと知りました。英語での会話は壁があり、アメリカ研修の最初の頃は自分か

ら話しかけるのが難しかったです。けれども、コミュニケーションを重ねていくうちに自信がつき、会

話を楽しむことができました。その自信は、現地の人との会話だけでなく、日本人科学者への質問やミー

ティングでの発言などにもあらわれたと思います。最初は不安ばかりでしたが、現地の人との交流や課

題研究発表を通して、慣れない状況の中で新しいことに挑戦する自信を得ることができました。今後の

大学受験や将来に活かしたいと思います。

・母国を離れ異国の地で活躍している日本人の方や日本語を学ぶ同年代の高校生など、いろいろな人に出

会い、慣れない環境での生活のなかで数多くの刺激を受けた。海外大学への進学方法やハイレベルな研

究の講義をしてくださったり、初めて見るような実験器具ばかりの研究室を案内をしていただいたりと

さまざまな知見を得ることができた。カフェテリアやスーパー、空港というように、ひとりでネイティ

ブの方とコミュニケーションをとらなければならないことばかりだったが、あきらめずに積極的に伝え

れば、自分の拙い英語力でも理解してもらえることがわかりとてもうれしかった。貴重な機会の連続だっ

たがたくさんの経験ができ充実した研修だった。

・アメリカ研修を通して、異文化の中で生活する大変さと面白さの両方を実感しました。授業などでは、

積極的に自分の意見を発言する姿勢が重視されていることがわかり、日本での学び方との違いに驚きま

した。その中で、間違いを恐れず発言することの大切さを学び、自分も積極的に参加できるようになっ

たことが成長だと感じています。また、現地の学生や研究者と交流する中で、多様な価値観を受け入れ

る柔軟さが身につきました。さらに、日常生活では言語の壁に苦労しましたが、自分なりに工夫して伝

えようと努力することで、相手に理解してもらえたときの喜びを強く感じました。この経験を通じて、

自分のコミュニケーション力や挑戦する姿勢が以前よりも確実に高まったと思います。

・アメリカでは多様性を肌で感じることができた。アジアから中東、ヨーロッパなど様々な人が暮らして

いて色々な国の言語が飛び交っていた。この研修で初めて会った人に自分から積極的に話しかけること

が出来るようになったということが大きな成長点だと思う。初の国外で慣れてないことが多かったが友

達と協力して乗り越えることができた。また発表の時に聞き手の目を見ながら発表出来るようになった

ことも大きな成長点のひとつだ。治安の面から日本で日々安全で安心して暮らせていることは幸せなこ

となんだなと再認識した。

・今回の研修を通して、日本という国を見つめ直すことができた。安全で技術が発展している日本という

印象を日本に持っていたが、現地の研究員の方の話を聞いて、日本が閉鎖的な環境をもっていることを

知ることができた。また、今回の研修を通して、外国の方のみならず、日本の関わりのない人とも積極

的にかかわれるようになった。その理由としては、現地のほとんどの人々が相手の顔をよく見て、笑顔

で話そうとしていたことや、通じなくてもいいから話そうとする努力することを実際に体験で感じたこ

とで、心の中にあった壁のようなものがなくなったように思えたからだ。アメリカ合衆国の印象として、

コミュニケーションを通して問題を解決していくという印象を抱いたため、今後は一人で解決していく

以外にも、すこし分野の違う人と関わりながら、新しい視点を探していくことで問題を解決していきた

いと思う。

・まず感じたのは自分が住んでいる世界はとても狭いものだったのだなということです。アメリカに行く

と、そこら中に電動キックボードを使ってる人がいたり、すれ違うだけでみんな挨拶してくれたりと、

日本との文化との大きな違いにとても驚きました。この研修を通して私が変化したことは、海外大への

－38－



進学が、将来の一つの選択肢になったということです。今まではそんなこと一切考えてこなかったけれ

ど、現地でたくさんの方の経験談を聞くと、自分を成長させるのにこの上ない手段だなと思いました。

あえて自分を思うように言葉を伝えられない厳しい環境に置くことで、大きな変化が自分に起こると思

います。また、サンディエゴの気候は信じられないくらい快適で、日本のあの暑さから解放されるとい

う点でもいいのかなと思います。今回の研修では数えきれないくらいたくさんのことを学ぶことができ、

本当に充実した研修になったと感じています。

・今回のアメリカ研修では、自分の進路やなりたいものについての考え方に大きな変化があったと思う。

私はアメリカ研修に行くまで、自分のなりたい仕事が見つかっていないことにすごく焦っていたが、同

じアメリカ研修の仲間との会話の中で、大切なのはなりたい仕事を見つけることではなく、やりたいこ

とを見つけることなんだと気づいた。また、現地の方の話を聞く中で、研究者といってももともとも違

う仕事をやっていて、より深く知りたいことがあったから、アメリカに来て詳しく調べようと思った人

が多く、今までの研究者に対する考え方も変わった。探究発表をした日には自分の探究が理系に近い発

表であることを知り、発表を聞いてくれた人の影響で、神経科学のような理系の学問に興味を持ったの

も大きな変化だと思う。自分の目標にしていたなんとしても英語で話すことを諦めない、ということも、

CCAや紫芳会での交流で達成できたからよかった。

・なんといっても高校２年生の夏にアメリカに行って、しかも世界の最先端を行く大学や研究施設、研究

員の方のお話を伺えるという二度とない経験をすることができたのは自分の人生の中で大きな意味があっ

た思う。人々の性格、気候、食事…自分が思ってたアメリカに対するあらゆるイメージは全て覆され、

百聞は一見にしかずを肌で感じた。また、日本を出て、世界という土俵で勝負するという目標を持つこ

とができた。まだまだ英語力の不足や、日本人特有の失敗への恐れなどは完全には解消できなかったが、

何事にも挑戦してみる、という意味では自分を大きく成長させてくれた思う。本当にこういった機会を

用意してくれた全ての人に感謝したい。

・全行程を終了して、自分が思ったより英語が話せたことや英語でコミュニケーションを取る面白さに改

めて気付かされた。例え簡単な英語で会話をしたとしても、伝えられて理解し合える喜びを実感するこ

とで英会話に対するハードルが下がり、英語に対するモチベーションがすごく上がったし、英検やSS

の授業にもっと力を入れたいと強く思うようになった。探究発表では、研究員の方が現地で生活するか

らこそわかるアドバイスやコメントを頂いたことで、新たな視点に気づき、今後の探究でどんなことを

追求するべきかを２学期以降の活動の中で強く考える材料になった。海外旅行では訪れないような研究

室や大学訪問を通して、日本とは違う施設や道具の充実さや、学びに対する積極性を間近に見て、留学

に対する興味や行きたいと思う気持ちが強くなる貴重な機会だった。

・アメリカは国土が広いだけでなく、人生の選択肢が圧倒的に多い。日本では高校や大学を卒業したら企

業に就職する人が大半だが、アメリカでは大学院に進む人や留学する人が多かったり、一度就職した後

で大学院に入る人がいたりと進路が多様だった。海外進学に関する話を聞くことができ、自分もチャレ

ンジしたいと考えるようになった。また、現地の研究員の話で行動力や人とのつながりが大切だと分かっ

た。やってみたいと思ったら考えすぎずにとりあえず行動すること、出会った人とのかかわりを大切に

することが大事だと学んだ。また研修を通して自分は積極性が身についたと思う。最初はまだ緊張して

いたが、三日目のCCAでの交流で積極的にコミュニケーションをとったり、ムアーズがんセンターや

Caltech、CSCでは質問したりするなど、研修に慣れてくると自分の成長を感じることができた。

・研修の前までは自分が英語で会話できるのか、プレゼンテーションを英語で出来るのかと不安に思うこ

とがたくさんあった。けれど実際に現地に行ってみると、自分が思っているより会話が通じるというこ

とが分かった。そして、たくさんの人と会話をする中で自分の中での外国の人と話すという壁が低くなっ

たように感じた。これは現地に行って経験しないとできないことだと思うので、今回の研修で海外とい

うものへの意識が増した。また自分の研究についても様々な分野の研究者の方々から様々な視点の意見

をいただくことができ、今後の研究に生かせることが増えた。

・今回私がこの研修で育むことができたことは、自分自身の国際性と行動力です。研修に参加する前は留

学に興味を持ちながらも、なかなかその細部に理解が及ばずただ漠然と「海外」を感じていました。し
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かしながら、SKYUSの広大さん、ゆうさんとのお話や現地の若い子たちとの交流などを経て、留学が

思ったよりも身近にあることを知り、自分の行動力次第で世界に飛び出せるのだと鮮明に学ぶことが出

来ました。また、自分から研究員さんたちに質問しに行ったり、現地の若い子たちに話しかけたり、自

分の中では１つの挑戦する部分であった「行動力」をこの研修で大いに育むことができたと感じていま

す。現地では他人と目が合ってほほ笑みかけると、ほほ笑みで返してくれる、そんな日本とはまた違う

価値観や国民性を直接感じることができ、日本を出て世界で生きることへの火種が自分の中でできまし

た。本当に、この研修に参加することができて良かったです。

・私はアメリカ研修に行くまでは海外や外国人はどこか遠い存在だったけれど、今回の研修を通して日本

とは違う文化に触れたことにより、さらに身近に感じることができるようになった。また、caltechに

おいては日本人研究者の方から海外進学にあたっての費用や学校生活、その先のキャリアの話までもお

伺いすることができ、これまで視野に入れることのできなかった海外進学について、これも選択肢のう

ちの一つだなというふうに考えることができるようになったので、とても良い体験だったなと思った。

また、CCAでの現地学生との交流などを通して英語をたくさん使う機会をこの研修で得られたことに

よって、挑戦する気持ちや純粋な英語力もこの研修で得ることができた。この研修で得たことをこの先

の大学生活やキャリア形成に活かしていきたい。

・最もアメリカ研修で自分が伸びたと感じたのは、積極性の面です。今まで、私は積極性と言っても限ら

れた枠の範囲でしか考えていませんでした。例えば立高のSSH企画に多く参加することなどです。今

回、佐藤さんは私たちの研究発表の後のスピーチで日本人は空気を気にしすぎると仰っており、がんセ

ンターの林先生が運は自分が動かなければついてこないと仰っていました。私はそこで積極性とは、自

分が考えていたよりも幅広いものだと気付きました。今まで図々しいと思っていたようなこともアメリ

カではチャンスを掴むために大切なことであり、日常のことでもあり、より多くその様な行動を起こし

ていける人ほど成長できることを学びました。そのお話を聞いてからは多くの人にコンタクトをとり、

出会いを大切にできたと思います。それまでより周りのネガティブな反応を気にしないで行動を起こし

ていけるようになりました。

・今回の研修を通してアメリカ研修に参加する前よりも積極的に人と話すことができるようになったと思

います。UCLAやCaltechでの研究員の方々とのランチで積極的に一緒に食べるように誘ったり、CCA

に行ったときにも現地の高校生と一緒に行動をするように動いたりすることができました。アメリカと

日本での文化の違いを自分自身で感じることができました。例えばエレベーターの中で気軽に話しかけ

られたり、お店でも話かけられたりして日本とは異なりフランクに話しかけてくれるということが分か

りました。また、高校生や大学生の方も色々話題を振ってくれたのでたくさん話すことができました。

積極的に英語を使うこともできたので良かったです。

・アメリカ留学や進学は自分には不可能だと早とちりしていたが、実際には工夫次第でいくらでもチャン

スがあることが分かった。また、そのチャンスをつかみ取るには、無謀だと思っても取り敢えず行動し

てみるということが非常に重要だと分かった。併せて自分がアメリカの大学に進学出来たらどのような

生活を送ることになるのかもイメージできたので、本格的に進学を目指していきたいと思った。自分に

とって海外に行くのは初めてだったが、日本の常識が通用しないという経験をすることができてよかっ

た。

・今回の研修で私が得た最も大きな考え方は、「固定型マインドセット・成長型マインドセット」だ。こ

れは、研修に大変協力してくださった佐藤さんから教わったもので、研修だけでなく今後の人生を変え

てくれる考え方だと思う。日本にいると失敗が怖くてなかなか挑戦のために一歩踏み出すことができな

かったり、ピンチの時にそのピンチをチャンスととらえることができなくて後悔したりすること（固定

型マインドセット）があって、どうにかしたいという気持ちがあってもできなかったが、今回の研修で

この部分を少しでも変えるきっかけがつかめた。教わった後にアメリカの人と交流することで、ポジティ

ブにとらえる成長型マインドセットのことがよくわかってきて、自分はこれからどうなりたいのかとい

う指針を定めることができた。研修中はまだ以前の自分が残っていて積極的になれなかったけど、もう

一度アメリカに戻ってきたいという夢もできたので、今後は一歩でも半歩でも踏み出してみることを意
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識して、日々挑戦を続けたいと思う。

・今回のアメリカ研修を通して、アメリカとの文化や価値観の違いを実際に感じることが出来ました。ま

た、現地の学生との交流では英語でのコミュニケーションをする上で、自分の気持ちを伝えることの大

切さを学びました。最初は英語で話すことに不安がありましたが、相手が積極的に聞こうとしてくれて、

段々と発言できるようになりました。この研修は、自身の英語力だけでなく、挑戦する気持ちや行動力

も身についたと思います。今後は、ここで得られた経験や知識を日常生活や学習に活かしていき、さら

に成長していきたいです。

８．来年度以降、海外研修プログラムを作成する上で、継続した方が良いプログラム、修正した

方が良いプログラムについて、あなたの意見を自由に書いてください。

・今年行った研究所や大学は必ず行くべきだと思います。行く順番も最良でした。強いて言うなら8/18と

8/19の行程は交換しても良いと思う。

・BethYamamuroさん宅でのパーティーで現地の高校生とグループになって交流することは、続けた方

が良いと思います。共通の趣味を持っているため、最初から会話が弾みやすく、より親しくなれたので、

良い経験ができたと思いました。CSCで見て回る時間が少なかったので、もう少し余裕があったらよ

り詳しく見て学べただろうと感じました。

・学生交流では、中学生、高校生、大学生と年代の違う人と話せてよかった。また、研究者も長年アメリ

カで研究してる方から、大学院生まで幅広い方々の話を聞けてよかった。研修最終日に巡る場所が３つ

になっていて、時間に余裕がなかったのがよくないと思った。

・特になし。（２名）

・ドミトリーのシャワーの水圧が弱かったところだけちょっと悲しかったです!!でもできればなのであれ

でも頑張れば大丈夫です!!

・USCのキャンパスツアーのときに、６人の大学生も一緒に同行してくれたら、もっと交流できたので

はないかと思った。

・研修旅行ではありながら、適度に観光の時間もとっていただけたのがとても嬉しいです。憧れの地を巡

れることが意欲の向上につながると思うので是非これからも同様に組んでいただけたらと思います。

・日本語を話せる高校生や大学生が多かった。英語だけしか話せない人ともう少し関わりたい。

・CCAやOB宅訪問のように現地高校生と交流できるプログラムは継続したほうが良いと思った。

・全てのプログラムを楽しむことができた！理系の人向けだったのでもう少し文系の人向けのプログラム

を増やしてもいいと思った。大学の方に直接話を聞くことができたプログラムが特に近い将来の参考に

なってありがたかった。

・CCAや山室様のお宅訪問での高校生との交流はとても有意義な時間であったから、交流のプログラム

は継続すべきだと感じた。

・USCでの大学生との交流が、あくまで個人的な意見だけれど少し距離があると感じたので、いくつか

のグループに分けてもよかったんじゃないかと思いました。

・今年から始まったCCAの子達との交流についてで、吉祥寺でせっかく仲良くなれたのに彼らと交流す

る時間がほぼ取れなかったのはもったいないなと思った。どこでもいいから、半日観光のような、交流

できる時間を設けてほしい。

・UCSD、グリフィス天文台、CSC、スクリプス海洋研究所、OB宅への訪問は自分の中でとても魅力的

だったので続けてほしい。ただ、UCLAの滞在時間がUCSDと比べるとかなり短かったのでもう少し長

い時間滞在したかったのと、CCAも日本語クラス以外の授業も受けてみたかった。あとは研究発表の

際に、UCLAではかなり鋭い指摘があったように見えたが、UCSDでは少しそれを感じられなかったの

でせっかくアメリカで発表する以上はしっかりディスカッションする場にしてほしかったと思った。

・研究発表が終わった後や訪問の前後で質問したい時が多くありましたが、次にブックストアショッピン

グがある時などはその時間が押されて次の行程の時間がなくなるとかショッピングが次の日になるとか

があったので、多くのことを吸収したい分、発表の時間とかはもう少し多くとってもいいのではないか
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なと思った。

・日本語が話せない方との交流を増やして欲しい。海外の大学進学についての説明は継続して欲しい。

・現地の学生との交流は自分の殻をやぶる良いきっかけになると思うので、継続または増やした方がよい

と思う。

・OBである山室さん宅に訪問させていただくというプログラムは今後も続いていくと大変良い刺激にな

るかなと思いました。今年はありがたいことに同年代の外国人の子たちと交流することができ、私とし

てはこの研修中で一番楽しく、外国人の子たちと最も密にコミュニケーションができたと感じています。

もちろん勉強とは少し離れたジャンルではありましたが、文化が違う人と壁を隔てずラフに仲良くなる

というこのかけがえのない経験は、海外への興味をさらに高める貴重なきっかけになると感じました。

・CCAでの滞在時間をもっと増やして、通常授業も受けたかったなと思った。

・今回私はムアーズがんセンターで本当に多くのことを学んだのでそのプログラムは残していって欲しい

です。また、CCAでは良い友達ができたのでそれも重要なプログラムだと思います。修正したほうが

いいのは特にありませんが、グリフィス天文台で外の景色に時間を使いすぎて内の展示をじっくり見れ

なかったのが私の後悔ということだけ書いておきます。

・CCAの生徒が立川高校に来て、アメリカに私達が行った時にCCAに行くプログラムを残してほしいで

す。

全体的にすごく充実していてよかったと思います。CaliforniaScienceCenterで時間があまり取れな

かったのでもう少し長く見たかったです。

・海外の高校・大学と交流するイベントはとても重要なので続けてほしいと思った。

自主的にバスの中などでも友達と英語を用いて会話したことで交流の際もスムーズに英語を使うことが

できたので、それを次の生徒たちにもお勧めしたいと考えた（研修中はオールイングリッシュなど）。

・もう少し現地の高校生と交流できる時間があってもよいと思った。また、研修中一日はどこか一か所だ

けに滞在する日を作って、より深く知る・考えることができるとよいと思った。

９．保護者の方から今回の海外研修プログラムのご意見やご感想がありましたらお聞かせください。

・アメリカ研修に参加できたことは、本人にとって、一つひとつが本当に貴重な経験になったように思い

ます。

まず、研修のレベルについて行けるかギリギリまで悩み、参加を自己決定したこと。次にパスポート申

請や持ち物、発表準備、体調管理全て自分で行ったことは、ミスや段取りよくいかないことも含め、本

人にとって今後に大いに活かせることと思います。そして何より研修プログラムの内容の濃さと先生方

のサポートの手厚さです。たくさんの企画が組み込まれた内容であり、興味深い場所ばかり。異文化を

肌で感じられる雰囲気で、あまり物怖じしなかったようで帰国したくないと思ったようです。やはり、

旅行ではなく研修ですね。本人と話しましたが、たくさんの気づきと刺激を得ることができたように思

います。保護者としては、毎日の先生からのレポートで「体調不良はない」と書いてあり、写真まで見

ることができ、家族で安心することができました。

先生方、また研修を支えて下さった全ての方に感謝いたします。ありがとうございました。

・お世話になりました。他では体験できない充実した研修が行えた様子でした。ありがとうございました。

・アメリカ研修は、息子には初めて海外でした。帰ってきての報告では、全てに驚きがあり楽しかったと

のこと、アメリカの大学にも興味を持ったようで、将来への可能性も広がったのではないかと思います。

先生からのリアルタイムの近況報告もとても良かったです。体調や食事の様子が分かり、安心しました。

子供達の活動や笑顔を写真で毎日見ることができて、親にとっても楽しい１週間でした。本当にありが

とうございました。

・研修に参加する事が出来て良かったと本人が言っていると言う事は、アメリカで過ごした一週間が沢山

の刺激と得るものがあったのだと思います。また、多くの方の助けや友達とのやりとりを通して大きく

成長が見られて親としても参加させて頂けて感謝しております。本当にありがとうございました。

・このたびは貴重な留学の機会をいただき、誠にありがとうございました。娘は現地の方々と触れ合う中
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で、さまざまな考え方に触れることができ、視野を大きく広げることができました。また、異文化に直

接触れることで、相手の国や文化を理解しようとする気持ちがさらに強くなったように感じております。

親としても、この経験を通して娘が大きく成長した姿を見ることができ、留学に参加させて本当に良かっ

たと心から思っております。

・ハードなスケジュール、簡単ではない課題、試される度胸…送り出す側も心配が募りましたが、行程の

度に先生から報告と写真を送っていただき、現地での様子が非常によくわかり、安心できました。はじ

めのほうの写真は不安そうな表情も見られましたが、前向きに交流やプレゼンにチャレンジしている姿

や、時間を追うにつれ仲間との交流を深めて、リラックスして一つ一つの行程を楽しんでいる様子が伝

わってきました。たいへんな行程のなか、本当にありがとうございました。

・現地研究者の方の英語を理解しながら聞くことができ、たくさんの知識を得られたこと、また、自身の

プレゼンへの質問やアドバイスに対して英語で自分なりの合格点でやりとりができたことなど、得難い

経験のなかでレベルアップを実感できたようです。英語で話しかけることにためらいがなくなったと話

していました。

・万事のスケールの大きさや、アメリカの人（人種問わず）のポジティブさ・明るい振舞いに圧倒され、

普段自分がいる世界とは違う、大きな視点に気づくことができた、これまでの世界観が大きく変わった

と話してくれました。これから自分の意思でさまざまな選択を重ねていく大事な時期に、経験に基づい

た新たな視点を加えることができ、本当に良かったと思います。

・自分の興味のある分野に近い、現地研究者の方に具体的な進路の考え方などアドバイスをいただくこと

ができ、大変有意義だったとのことです。化学物質や薬の研究に興味があるものの学部を絞りかねてい

るという本人の悩みに対して、ご自身の経験やご友人の進路選択などを交えながら、どの視点からアプ

ローチしたいかを一緒に探ってくださり指針となるアドバイスをいただけたと喜んでいました。

・普段学校で仲良く過ごしているメンバーは今回の研修に参加していなかったことから、一週間心細い思

いをしないか、出発前まで実は大きな不安だったそうです。振り返ってみれば、事前にもう少し、自分

自身の課題として学内で積極的に交流を図るなどすることで、スタート時点の不安をもう少し和らげら

れていたのかもしれません。とはいえ、共に体当たりで臨んだ研修では時間とともに親睦も深まり、楽

しい時間を共有できてニコニコの笑顔で帰ってきてくれました。心優しく前向きな立高生に感謝です。

・アメリカ研修では、大変貴重な経験をさせていただきありがとうございました。帰国後は、疲労からか

口数が少なく感じましたがそんな中でも「友達たくさんできた。理系もいいなって視野が広がった」と

の言葉がありました。自分の将来について深く考える良い機会だったのではと感じました。また、滞在

中の大澤先生からのお知らせと写真を毎日楽しみにしておりました！子供たちの様子が伝わってとても

安心しました。ありがとうございました。

・事前の勉強会や、交流、説明会などの場も充分にあり、これは本人の意欲にもつながり大変意義のある

事だと思いました。課題研究がなかなか思うように進まずプレッシャーに感じていたようでしたがなん

とかやり遂げ安心しました。研修旅行で楽しむばかりでなく、試練も乗り越え頑張ったと思います。行

く直前はかなり不安になったようでしたが、飛行機に乗った途端？友達と話すなどして期待で一杯になっ

たようです。滞在中本人からの連絡はあまりなかったのですが、先生からのメールで皆の様子を詳しく

知る事ができ、写真も沢山添付していただきとてもありがたかったです。充実した研修内容で大変貴重

な体験をさせていただきました。ありがとうございました。

・引率の先生方はもちろん、事前学習や準備段階から関わってくださった皆様に感謝申し上げます。あり

がとうございました。今後の進路を考えるこのタイミングで、海外の大学や研究機関を訪問し、また同

世代の学生と直接コミュニケーションをはかれる機会を得たことは非常に意義深いと思います。また、

探究発表も、自分の探究テーマについて英語翻訳からはじまり資料を仕上げ、英語で発表し質疑応答・

講評をいただく、というこの一連をやりきったことはとても大きな自信になったように思います。誇ら

しげに報告してくれる様子は普段あまり見ることがない姿で、とても嬉しく受け止めました。実際に渡

米し、その場に身を置かなければわからないことがあると思います。食事・現地通貨による買い物など

の生活全般、人々の気質、気候、スケールの違い等々、また外から日本をみることで気づいたこともあっ
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たと思います。目に見えて何が変わった、成長した、ということはないかもしれませんが、一歩踏み出

してアメリカ研修に応募し、全行程をやり遂げたこの経験は、今後、娘に折にふれて力を与えてくれる

ものと思います。貴重な機会をいただき、ありがとうございました。

・８日間大変お世話になりました。入学前から希望していた海外研修だったので参加することができて良

かったです。充実した顔で帰国してきて、得るものがたくさんあったのだと思います。内容の濃いスケ

ジュールで多くの経験をさせていただき、これからの成長がまた楽しみになりました。参加した全員が

無事に研修を終えられて無事に帰国できて良かったですが、１人直前で参加できなかった生徒がいたこ

とを後から聞き残念に思いました。来年はそのようなことがないと良いです。帯同していただいた先生

方、添乗員さん、ありがとうございました。

・今回は参加させていただき、本当にありがとうございました。出発から帰国までClassiで状況を詳細に

説明していただき、常に安心して過ごせました。初めて海外、立高の皆さんと行くことが出来て本当に

よかったと思っています。子供は言葉では言い表せない程あらゆる面で成長して帰ってまいりました。

英語が苦手でしたが、アメリカ行く前の研修含め沢山勉強させていただき、感謝しています。現地では

あまり英語は話せなかったみたいですが、友達が沢山出来たと喜んでいました。今後、今回の研修を活

かして自分の目標に向かって頑張ってもらえたらと思っています。本当にありがとうございました。

・今回は海外研修への準備から引率、大変お世話になりました。まず、研修会の日程を拝見し、とても充

実したプログラム、一流の機関での研修ばかりで驚きました。このような海外研修会を計画するにあた

り、ご尽力いただき大変感謝いたします。毎日の一つひとつの研修がきっと子どもたちにたくさんの刺

激を与えてくれたことと思います。ひと回り成長して帰国したように感じます。また海外研修会中にた

くさんの写真も送っていただき、研修会の様子を垣間見ることもできました。（息子は全く写真など送っ

てこないので）毎日の報告を楽しみにしていました。今回の体験は間違いなく彼のこれからの人生にお

いて良い影響をもたらしてくれると思います。今後の文化祭での海外研修報告など楽しみにしています。

引率してくださった大澤先生、森崎先生本当にありがとうございました。そしてこのような海外研修会

を開催できるよう尽力してくださったすべての方々に感謝申し上げます。

・今回のアメリカ研修では本当にお世話になり有難うございました。申し込み当初は不安で一杯だった様

ですが、準備期間のご指導や保護者も含めた丁寧な説明のおかげで、研修に向けて気持ちの上でも実務

的にもしっかりと準備が進んでいることを感じておりました。また実際に参加した中では、本当に充実

した他では絶対経験のできないプログラムの連続で、参加した誰もが大きく成長するきっかけになった

ことと思います。本日（帰国翌日８/25）も朝からUCLAの研究者の方（現地で連絡先をお聞きしてき

た様です）に学部の選び方についての進路相談の様なメールをしたところ早々にとても詳しい返信をい

ただき、先週までは想像もできない様な様子を目にして驚いております。今回の８日間は日頃から自主

自立の忙しさに慣れた立高生ならではのスケジュールだった様にも思いますが、引率された先生方のご

苦労様は計り知れないところです。日々のClassiでのフィードバックもとても楽しく拝見しておりまし

た。本当に充実した研修を運営いただき心より感謝申し上げます。お世話になり有難うございました。

・空港からの帰路時も興奮気味にいろいろな話しを聞かせてくれました。旅行ではできないたくさんの経

験やお話を伺う事ができ、将来に対する考え方も変わったようです。大変貴重な経験をさせて頂きあり

がとうございました。意見が２つございます。一つ目は、ESTA申請不備？で参加できなくなった子が

いたと聞きました。こういった事が今後ないようお願いしたいです。２つ目は、保護者向けのアドバイ

スもあった方が、準備等する際助かると思いました。

・この度は、アメリカ研修に参加させていただき、ありがとうございました。課題への取り組みをはじた

め、事前準備や現地での注意事項など、丁寧にご指導いただき、初めての海外での１週間も安心して過

ごすことができだと思います。出発前は親も子も不安がありましたが、本人の研修に対する熱意と先生

方や現地の方々のサポートのおかげで日程を立派にやり遂げることができ、貴重な経験と思い出を得る

ことができたようです。また、日々更新されるClassiでは、写真付きで現地での様子を伝えてくださり、

保護者として大きな安心につながりました。帰国時の笑顔からも充実した研修であったことが伝わり、

安堵したと同時にとても頼もしく感じました。
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今回の経験を今後に生かしてくれることを願っています。ありがとうございました。（次回に繋げて欲

しい意見として）当初は班を適当に決めたとのことで女子１人の班でしたが、申し入れをして男女比を

均等に組みなおしを依頼したという経緯がありました。実際、現地では班での行動が思いの外、多かっ

た様なので、やはり今後も男女の人数比は考えて班を決めた方が良いかと思いました。

・このたびは、大澤先生・森崎先生、近畿日本ツーリストの添乗員の森様をはじめ、多くの方々の多大な

ご尽力で、素晴らしく充実した海外研修が滞りなく終えられたことに、まずもって深く御礼申し上げます。

大澤先生からは毎日頻繁にメッセージと写真をお送りいただき、生徒たちの元気な様子を見て安心でき

ておりました。１週間の行程の中に、実に多様な予定が組まれていることに改めて驚きました。この企

画や運営にはどれほど先生方のたいへんなご苦労があったことかとお察しします。子どもが帰宅後、得

意げに土産話を披露していましたが、１週間の研修で確かに得るものがあったのだなと感じ、親として

嬉しく思っています。今後もレポートや報告会などが予定されているとうかがっていますが、引き続き

ご指導のほどよろしくお願いいたします。本当に有難うございました。

・息子はアメリカ研修に参加したくて立高を受験しました。念願叶って参加させていただけましたことに

本人家族一同深く感謝しております。事前学習から現地プログラムまで非常に充実しており、なるべく

生徒に主体性を持たせるような働きかけや工夫にも敬服しております。立高のアメリカ研修は、奇跡の

ようだと感じます。これまでのアメリカ研修の実績の積み上げ、先生方の年々の改良とご尽力、各方面

で活躍されるOBOGの皆様、ご紫芳会荒井様のご支援、そして意欲的な同級生の皆さん、本当に奇跡の

ような素晴らしい研修に参加させていただきました。この後も、研修の一環として、振り返りやまとめ、

校内校外の皆さまへの発信・還元が大事ですので、親からも見守りつつそれらの大事さを伝えてまいり

ます。アメリカ研修は、本人にとってすぐ役に立つことだけではない、大切な種まきになったと思いま

す（と期待します）。今後の人生で、折に触れて考えたり、皆さまへの感謝の心を思い出したりしなが

ら、糧にしてもらいたいと思います。先生方皆さま、本当にありがとうございます。

・高校生という若い時期に貴重な経験をさせていただき、大変ありがとうございます。娘のこれからの人

生において大変影響のある研修であったと思います。研修や日常の生活についての内容を毎日写真や文

章で伝えていただき、こちらも楽しく拝見させていただきました。先生方も多くの気遣いや心遣いをさ

れたかと思います。どうぞゆっくり休んでください。

・先生方本当にありがとうございました！今回、息子は全っっっっくLINEをくれなかったし既読も付か

なかったので（←なぜ？）大澤先生からの毎日の写真とレポートだけが楽しみでした。不安と心配ばか

りして待っていましたが、大澤先生のおかげでアメリカでの様子が良く分かり、本当に本当に助かりま

した。心から感謝しています。ありがとうございました！息子が帰宅してから色々聞くのが楽しみです。

・英語が苦手で当初は申し込みを躊躇していましたが、選考では英語力だけではなく総合的に判断してく

ださてようでありがたかったです。事前に研修をしてくださったおかげで、渡航するまでには少しは英

語への苦手意識が薄れたようで、それだけでもよかったと思いました。保護者会も開催してくださり、

１回目の保護者会で持ち物や手続きなどを早めに確認できたのが心の準備ができて助かりました。渡航

前から帰国まで、お忙しい中こまめにclassiで連絡や現地での様子の報告を写真や文章でしてくださり、

状況が分かり安心できました。個人旅行ではなかなかいけない場所に行き、なかなか会えない方々に会

い、大変貴重な経験をさせていただいたと感謝しております。それらを全てアレンジするのはとても大

変だったと思います。どうもありがとうございました。研修参加前にいくつかの大学のオープンキャン

パスに参加していたのですが、帰国後、子供の話を聞くと日本と米国の大学の研究環境の違いなどを感

じたようです。将来的に海外で勉強することも選択肢のひとつとなったようです。視野が広がったと感

じます。海外経験は早いうちにした方がよいと考えていましたので、今回このような機会をいただけて

先生方や援助してくださった荒井様にとても感謝しております。どうもありがとうございました。

・８日間、大変お世話になり、ありがとうございました。本人が高校入学前より目標の一つにしておりま

した、このアメリカ研修に参加でき、親子共々嬉しく思っております。私達の想像や期待をはるかに超

え、本人は最大限に学び楽しんで、大きく成長して帰国しました。他にはない、立高ならではの濃密で

素晴らしい研修プログラムでした。語学の学習や、英語で発表することにとどまらず、現地の研究者や
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学生との会話や、質問、意見交換等できたことで、更に自身を成長させることができたと思います。立

高生同士の絆、また現地での数多くの方々との出会い一つとっても、今後に繋がる一生の宝物となりま

した。大澤先生、大変ご多忙の中、たくさんの写真とともに何度も様子をお伝えくださり、本当にあり

がとうございました。この嬉しいほどの過密なスケジュールを最後まで思う存分に楽しめたのは、本人

の事前準備もそうですが、なにより先生方や支えてくださった方々あってこそだと、心から感謝の気持

ちでいっぱいです。貴重な本物体験を本当ありがとうございました。

・この度のアメリカ研修では大変貴重な経験をさせていただきました。今回が初めての海外ということも

あり多少案じておりましたが、Classiを通じて、現地の様子や子どもたちの体調・表情などを共有して

くださったことで、親として安心して見守ることができました。このようなきめ細やかなご配慮に心よ

り感謝申し上げます。現地の研究者の先生方・学生の皆さんとの交流することによって、息子が視野を

広げ、自分の将来についても真剣に考えるきっかけとなったことは何よりの成果だと感じています。こ

のような素晴らしい機会を企画・運営してくださった先生方や関係者の皆さま、そして渡航費の一部を

ご支援くださいました荒井様に、改めて心より感謝申し上げます。

・学校の宿泊行事以外で、親と離れて外泊はしたことがなく初海外、英語の成績もGTECもあまり良くな

い我が子がアメリカ研修に行くことは不安でした。本人は忙しい学校生活の中、アメリカ研修の事前学

習や準備を頑張ってきました。渡航中も親としては体調崩してないか？ちゃんと会話できているか？不

安でしたが、本人やClassiで送っていただいた写真で滞在中の様子を伺うことができました。帰国して

から『行って良かった』と、研修中のことだけでなくこれからの展望についても話してくれるのを見て

我が子の成長を感じることができました。

親としても研修までの準備は決して楽ではなかったのですが、笑顔で話す我が子の姿を見て、アメリカ

研修に参加できて良かったと思います。ありがとうございました。

・アメリカ研修への参加が決まってからは発表の準備を頑張っていました。出発の５日前くらいから毎日

家族の前で発表し、家族から気付いた点などを伝え改善していました。最初のうちは照れた様子もあり

ましたが繰り返すうちに真剣に取り組んで、兄のアドバイスを受けながら原稿を練り直したりもしてい

ました。家族にとっても良い経験、思い出になりました。本番の発表では専門的な内容が思うほど伝わ

らなかった、と言っていましたがそれも得難い経験だったのではと思います。毎日色々なところを訪れ、

その大きさや設備の充実、学生へのサポートなど、日本との違いも実感したようです。実際に目で見て

肌で感じ、インターネットだけでは得られない気付きを得て、将来この研修が意味のあるものになって

くれたら、親として嬉しく思います。先生方には生徒の安全を守りながら充実した研修をご準備いただ

き、また深夜まで日々の様子をまとめてお知らせいただき、本当に感謝しております。毎日classiをチェッ

クするのがとても楽しみでした。ありがとうございました。

・たくさんのイベントが盛り込まれていてとても有意義で貴重な経験になったと思います。毎日の夜にそ

の日のまとめを行う時間を入れてもらうとよりよい研修になると思います。

《分析と考察》

【設問２から５について】

・参加した生徒全員が「とても思う」「思う」「少し思う」と回答しており、今年度は大変充実した研修に

なったといえる。特に「とても思う」と回答した生徒の割合が非常に高く、国際感覚の高まりや将来の

進路に対する意識の向上に大きく寄与したと考えられる。SSHの取り組みの柱の一つであり、当研修

のねらいでもある「国際性の育成」は達成されたといえる。

【設問６について】

・「とてもなった」と回答した生徒が80％を占め、今回の研修により、海外で活躍もしくは勉強・研究

したいという気持ちが大変強まったことがわかる。当研修の「将来、国際社会で積極的に社会貢献して

いく科学技術人材としての芽を育てる」という目的は、十分に達成されたといえる。
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今回のアメリカ研修では、現地で活躍されている多くの日本人研究者の方々や、卒業生である山室様から

貴重なお話を伺うことができました。生徒たちは、失敗を恐れずに勇気を持って一歩踏み出すことの重要性

を学び、大きな刺激を受けたようです。特に印象深かったのは、Caltech（カリフォルニア工科大学）の若き日

本人研究員の方が、「Getoutofyourcomfortzone」という力強いメッセージを残してくださいました。これ

は、自分が安心できる領域や慣れた環境を離れ、新しいことに果敢に挑戦する姿勢の大切さを示す言葉です。

また、CCAをはじめとする現地の高校生や大学生との交流では、積極的に英語で会話を楽しみ、友情を

深める姿が印象的でした。連絡先を交換するなど、国境を越えたつながりを築く様子に、国際的な視野の

広がりを感じました。

英語による研究発表では、構成のしっかりしたスライドを用い、原稿に頼らず堂々と発表する姿が見られ

ました。研究内容の質の高さも際立っており、講評をいただいた研究員の先生方からも高い評価を受けまし

た。特に、英語での質疑応答において、相手に伝わるよう工夫しながら答える姿勢は、非常に素晴らしい

ものでした。

最後に、校内の先生方をはじめ、荒井財団、本校の同窓会組織である紫芳会、国立研究開発法人「科学

技術振興機構（JST）」、そして保護者の皆様の温かいご支援と深い愛情に心より感謝申し上げます。生徒

たちがこの経験を糧に、新たなイノベーションを創出し、国際社会で活躍できる人材へと成長していくこと

を心から期待しています。 （２学年担任 数学科 森崎 真由美）

令和元年にスタートした「SSHアメリカ合衆国海外研修」は、コロナ禍のために中止していましたが、

令和５年に再開し、今年度は４回目として無事に実施することができました。本研修はフィールドワークや

研究者・学生との交流などの視野を広げる様々な取組によって、将来、創造性豊かに新たな価値を生み出

し、国際社会で積極的に社会貢献していく科学技術人材を育成することを目的としています。

世界最先端の各研究機関、学校施設を訪れ、現地で活躍されている日本人研究者、現地の大学院生や学

生と交流することは、生徒たちの将来の進路決定や人生設計において、大きな影響を与えるものと思われま

す。また、本校ＯＢの方々が現地で活躍されている姿を目の当たりにし、こうして研修の場で出会えたこと

で、人と人とのつながりがいかに大切であるかを実感したのではないでしょうか。

私は若い時の海外経験は非常に重要であると考えています。「井の中の蛙」という言葉通り、日本でいつもと

同じ仲間とだけで過ごしていると、限られた世界や知識にとらわれて、どうしても視野が狭くなってしまいが

ちです。もちろん保護者の方のご協力やご理解なしには参加できませんが、高校２年生で海外研修に挑戦する

という選択はそうそうできることではありませんし、ましてや親元を離れて一週間異国の地で研修する機会に

恵まれることなど普通ないことです。新たなことに挑戦する一歩を踏み出した彼らは本当に立派だと思います。

今回本研修に参加したことで、英語はコミュニケーションツールの一つであり、伝えたいことを伝えよう

とする「思い」が一番大事であることにも気が付いたはずです。学校英語では高い語彙の知識や完璧な文

法が求められますが、実際のコミュニケーションでは、その必要性は低く、むしろ、話そうとする積極性と

身振り手振り、表情、伝えたいという思いを前面に出すことで伝わることを痛感したことと思います。こう

したことを含む様々なアメリカでの経験が今後どのように彼らの成長につながるのか。その姿を見るのが本

当に楽しみでなりません。 （探究部担当 大澤 裕一）
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成田空港　集合の様子

保護者の方に見守られながら出発

ロサンゼルス到着前（機窓より）

ロサンゼルス空港到着①

成田空港　出発前に集合写真

ロサンゼルス到着前（機内にて）

ロサンゼルス空港到着②

１ 日 目１ 日 目
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UCSD学生とともにサンディエゴ市内エコリサーチ

サンディエゴ・シーポートビレッジにて②

UCSD学生寮入寮の様子

サンディエゴ・シーポートビレッジにて①

UCSD到着

学生寮の一室

１ 日 目１ 日 目
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UCSD学生とカフェテリアでディナー①

UCSD学生とカフェテリアでディナー③

UCSD学生とカフェテリアでディナー⑤

UCSD学生とカフェテリアでディナー②

UCSD学生とカフェテリアでディナー④

キャンパス内スーパー「ターゲット」
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スクリプス海洋研究所所有の桟橋で集合写真②

カフェテリアでの朝食① カフェテリアでの朝食② カフェテリアでの朝食③ カフェテリアでの朝食④

研修の様子②

バスに乗りこむ様子

研修の様子①

研修の様子③

スクリプス海洋研究所所有の桟橋で集合写真①

２ 日 目２ 日 目
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研修の様子④ ラ・ホヤコーヴにて①

研修の様子⑤ ラ・ホヤコーヴにて②

ラ・ホヤコーヴにて③ ベトナム風サンドイッチのランチ①

ベトナム風サンドイッチのランチ② ラ・ホヤコーヴにて集合写真
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UCSDでの研究発表①

UCSDでの研究発表③

自由時間でバスケ

カフェテリアでのディナー②

UCSDでの研究発表②

UCSD研究員の方々を囲んで

カフェテリアでのディナー①

カフェテリアでのディナー③

２ 日 目２ 日 目
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カフェテリアでの朝食①

バスに乗りこみ出発

CCAにて現地学生と交流①

カフェテリアでの朝食②

Canyon Crest Academy（CCA）到着

CCAにて現地学生と交流②

３ 日 目３ 日 目
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CCAにて現地学生と交流③

現地学生とランチ

立川市を紹介する北村くん

CCAにて現地学生と交流④

CCAの体育館

みんなで集合写真

３ 日 目３ 日 目
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ムーアズガンセンター到着

日本人研究員によるラボツアー①

日本人研究員によるラボツアー②

林先生による特別講義

研究員の先生方へ御礼の言葉

研究員の先生方と集合写真
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日本人研究員によるラボツアー③

カフェテリアでのディナー①

カフェテリアでのディナー③

ムーアズガンセンター施設を前に集合写真

カフェテリアでのディナー②

ジェンガが成功し大はしゃぎの男子たち

３ 日 目３ 日 目
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カフェテリアでの朝食①

UCSDにて研究発表③

UCSDキャンパス内を移動

UCSDにて研究発表①

カフェテリアでの朝食②

日本人研究員の方の自己紹介

UCSDにて研究発表②

４ 日 目４ 日 目
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広大なキャンパス内を歩いて移動

UCSD研究員の先生方を囲んで

UCSDブックストアでショッピングカフェテリアでのランチ

寮をチェックアウトしバスで移動

山室様のお宅に到着 山室様宅で現地学生と交流①

山室様宅で現地学生と交流② 山室様宅で現地学生と交流③

４ 日 目４ 日 目

－59－



用意していただいたアメリカのおかし

現地学生とプールで交流②

みんなでサンドイッチづくり

現地人気スーパーTrader Joe’sに立ち寄り

現地学生とプールで交流①

山室様とBethさんを囲んで

奥様のBethさんと話す生徒たち

宿泊するホテルにチェックイン
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ホテルにて朝食②ホテルにて朝食①

UCLAに到着し、キャンパス内を移動

北郷先生による講義

ホテルにて朝食③

UCLA研究員の先生方と集合写真

UCLAにて研究発表の様子①

５ 日 目５ 日 目
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UCLAにて研究発表の様子②

研究員の先生を囲んでのランチ②

キャンパス内のフードコート「パンダエクスプレス」にて

研究員の先生を囲んでのランチ①

研究員の先生を囲んでのランチ③

キャンパス内のブックストア
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広大なUCLAキャンパスを歩く

グリフィス天文台からの景色①（ハリウッドサイン）

グリフィス天文台館内の様子①

グリフィス天文台にて集合写真

グリフィス天文台からの景色②（LAダウンタウン）

グリフィス天文台館内の様子②

５ 日 目５ 日 目
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グリフィス天文台館内の様子③

ホテルにてディナー①

ホテルにてディナー③

SKYUSの佐藤さんを囲んで

ホテルにてディナー②

ホテルにてディナー④

－64－



ホテルにて朝食②ホテルにて朝食①

バスに乗りこみホテルを出発

Caltech日本人研究員による特別講話①

ホテルにて朝食③

カリフォルニア工科大学（Caltech）にて研究員の学生さんを囲んで

Caltech日本人研究員による特別講話②

６ 日 目６ 日 目

－65－



研究員の方を囲んでのランチ②研究員の方を囲んでのランチ①

南カリフォルニア大学（USC）に到着

現地学生との交流の様子

研究員の方を囲んでのランチ③

本校OG片田先生による特別授業

キャンパス内ブックストアに立ち寄り

－66－



USCキャンパス入口にて

片田先生と一緒に集合写真

CSCエントランスにて

USCキャンパス内の建物

カリフォルニアサイエンスセンター（CSC）到着

CSCにて　宇宙服の展示も

６ 日 目６ 日 目

－67－



ハリケーン体験中の生徒たち

ホテルでのディナーを前に学んだことを発表する武田くん

ディナー後のゲームの様子

ホテルでのディナー③

CSC展示を見る生徒たち CSC出口にて

SKYUSのYuuさんを囲んで

ホテルでのディナー① ホテルでのディナー②

ホテルでのディナー④

－68－



ホテルにて朝食① ホテルにて朝食② ホテルにて朝食③

ロサンゼルス空港到着①

ANAチェックインカウンターにて

ロサンゼルス空港到着②

成田行の案内板

７ 日 目７ 日 目

－69－



搭乗を待つ生徒たち

ロサンゼルスから成田に向かって飛行中

成田空港到着

搭乗機

機内食

添乗員の森さんにごあいさつ

－70－
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